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住民税・国保税の申告は3月15日まで－
住民税と国民健康保険税の申告の時期がやってきました。
右の日程で申告と納税相談を行いますので、該当される人は必ず申告

をしてください。

ト申告をしなければならない人
住民税・国民健康保険税の申告をしな

ければならない人は次のとおりです。

（所得税の確定申告をした人は、住民
税の申告は必要ありません。）
●自営業の人　ｅ農業の人

ｅ外交員や集金員などの自由業の人
の家賃などの不動産収入のある人
⑳大工や左官業の人

ｅ日雇など、日給で働いている人
⑳年金や恩給を受けている人
ｅ給与所得者で住民税を天引きされて

ない人や、給与以外の所得があった人
ト申告に必要な書類
の昭和63年中の収入・所得のわかる資料

ィ．年金、恩給の支払通知書

口．源泉徴収票　ハ∴給与明細書

二．収入の内容がわかる帳簿など
ｅ国民健康保険税の納税証明書

役場納税係②番窓口で交付します。
ｅ国民年金支払証明書

役場国保年金係⑦番窓口で交付し
ます。

⑳生命保険支払証明書
ｅ印　鑑
ｅ銀行または農協の通帳口座番号

所得税の還付や支払用です。
ト問い合わせ先

わがらないことは、役場課税係へお
問い合わせください。

昏201局4321番（内線111
一一113）

所得税の申告は早めにどうぞ
2月16日～3月15日

商売や事業を営んでいる人、給与以外に収入のあるサ
ラリーマンの人、地代や家賃収入のある人、確定申告の
時期がやってきました。

所得税の確定申告は2月16日から始まり、3月15日ま
でです。例年、期限間近になりますと、税務署の窓口は
大変混雑しますので、申告はできるだけお早めに済ませ
てください。

税金が戻ることがありますム

申告と納税相談の日程
●ところ　　役場101会議室

●受付時間　午前9時～午後4時

所得税の還付申告

2月開㈹　●芸子品品で表芸震禁諾禁煙

～2月10日⑪●警禁雷雲票で撮し牒束調勤†鮒

一般の申告（住民掛国保税・所得税）

2月16日榊　高松母地
2月皆目（剣　吉由団地

2月20日（月）二・サニーニュータウン・野間団地
二呵住

2月21自炊）下ニ・下二呵住・入江興産・
林住宅・緑風園団地

2月22日（水）立屋敷・伊左座・みずほ団地
2月23日（璃　吉田－・吉田二・イウゼ可住
3月2日（杓　吉田三・美吉野団地・垣涼呵住

3月3日（翁　鯉口団地・鯉口分譲・高尾団地・
水巻苑・松栄荘

3月6巨冊　頃未はと区・両区）

3月7日㈹　机・古賀・新生街・机社宅・樋口

3月8日は　猪　熊

3月9日㈱　おかの台母地・猪熊呵住
3月10日（金　梅ノ木団地・古賀団地

農業所得のある人

2月27日（月）立屋敷・伊左座1二ｔ下二
言ロー・吉田二・台Ｂ三

2月28日㈹頃束・机・古賀・樋口・猪熊

譲渡所得のある人
●土地や建物を売った人は、2月8日・2月
28日または3月7日においでください。

（税務署より通知があります）

還付の申告は2月7日から受け付けます。
サラリーマンでも、次のような場合は《還付》のための確定申告をす

れば、源泉徴収された所得税が戻ってくることがあります。
■住宅ローンでマイホームを取得した人や家を増改築した人（一定の条件があります）

■病気や出産などで多額の医療費を支払った人
■年の中途で退職し、再就職していない人
■災害や盗難にあった人
■配偶者特別控除の申告を忘れた人

くわしいことは、若松税務署へお尋ねください。　愈761局2536番



匡謝福岡県選挙区選出議員ヨ
‥‥．言，∴こ．＝’＝＝

二＿＿‥．　この一票　私の）誓す　心です

参
議
院
福
岡
県
選
挙
区
選
出
議
員
が
欠
員
（
一
名
）
　
と
な
り
ま
し
た

の
で
、
補
欠
選
挙
が
行
わ
れ
ま
す
。
投
票
日
は
二
月
十
二
日
（
日
）
で

す
。
棄
権
の
な
い
よ
う
み
ん
な
そ
ろ
っ
て
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

選
挙
の
こ
と
で
、
尋
ね
た
い
こ
と
、
疑
問
や
相
談
は

水
巻
町
選
挙
管
理
委
員
会
（
蜜
2
0
1
局
4
3
2
1
番
）
　
へ
。

今
回
の
選
挙
で

投
票
で
き
る
人

昭
和
舶
年
2
月
1
3
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
人
で
、
昭
和
6
3
年
1
0
月
別
日
ま
で
に

転
入
届
を
し
、
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ

れ
て
い
る
人
。

1
月
日
日
以
降
の
町
内

転
居
者
は
、
前
の
住
所

地
の
投
票
所
へ

1
月
1
1
日
以
降
に
町
内
転
居
の
届
出

を
し
た
人
は
、
転
居
前
の
住
所
に
該
当

す
る
投
票
所
で
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

投
票
用
紙
に
は

候
補
者
の
名
前
だ
け
を

書
い
て
く
だ
さ
い

（
投
　
票
）

投
票
用
紙
に
は
、
あ
な
た
の
選
び
た

い
候
補
者
の
氏
名
を
書
い
て
く
だ
さ
い

候
補
者
の
氏
名
以
外
の
こ
と
を
書
く
と

無
効
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

（
代
理
投
票
）

文
盲
や
身
体
障
害
で
字
が
書
け
な
い

人
、
視
覚
障
害
で
点
字
器
を
使
え
な
い

人
の
た
め
に
「
代
理
投
票
制
度
」
が
あ

り
ま
す
。
投
票
所
で
係
に
「
代
理
投
票
」

と
言
い
ま
す
と
、
そ
の
人
に
代
っ
て
投

時
間
は
、
毎
日
午
前
8
時
3
0
分
か

ら
午
後
5
時
ま
で

▽
場
　
所
　
水
巻
町
役
場
一
階
選
挙
管

理
委
員
会
事
務
室

▽
持
っ
て
来
る
も
の
　
印
か
ん

な
お
、
指
定
病
院
に
入
院
中
の
人
は

そ
の
施
設
で
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す

郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票

身
体
に
重
度
の
障
害
の
あ
る
人
が
、

い
ま
住
ん
で
い
る
場
所
で
投
票
の
記
載

を
し
、
こ
れ
を
郵
送
す
る
方
法
で
す
。

郵
便
投
票
を
す
る
に
は
、
郵
便
投
票

証
明
書
の
交
付
を
受
け
て
お
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

投
票
所
入
場
券
は

投
票
日
の
前
日
ま
で
に

郵
送
し
ま
す

投
票
所
入
場
券
は
、
投
票
日
前
日
ま

で
に
郵
送
し
ま
す
。
投
票
所
入
場
券
に

は
、
あ
な
た
が
投
票
で
き
る
投
票
所

（
別
表
）
を
記
載
し
て
あ
り
ま
す
。
投

票
の
前
に
も
う
一
度
た
し
か
め
て
く
だ

さ
い
。入

場
券
を
な
く
さ
れ
た
人
、
ま
た
何

ら
か
の
理
由
で
入
場
券
が
お
手
も
と
に

届
い
て
な
い
と
き
は
、
投
票
日
当
日

「
印
か
ん
」
を
持
っ
て
投
票
所
の
事
故

係
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

票
用
紙
に
記
載
し
ま
す
。

（
点
字
投
票
）

視
覚
障
害
の
人
は
「
点
字
投
票
」
が

で
き
ま
す
。
視
覚
障
害
の
人
で
点
字
投

票
を
希
望
す
る
人
は
、
係
に
「
点
字
投

票
」
と
言
っ
て
く
だ
さ
い
。
点
字
岩
は

投
票
所
に
備
え
て
あ
り
ま
す
。

不
在
者
投
票
の
日
程

投
票
日
当
日
、
投
票
所
に
行
っ
て
投

票
す
る
の
が
原
則
で
す
が
、
仕
事
や
旅

行
、
入
院
な
ど
で
当
日
投
票
で
き
な
い

人
は
、
前
日
（
2
月
1
1
日
）
ま
で
に
不

在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

▽
期
　
間
　
1
月
2
5
日
～
2
月
1
1
日

（投票時間）　午前7時～午後6時

投 票 所 名 場　　 所 Ｉ 地　　　　 区　　　 名

第1 1 投票所
水巻町立 立屋敷、伊左座、みずほ団地、二、二町

伊左座小学校講堂 住、下二、下二町住、入江興産、林住宅

第　 2　投票所
水巻町

第 2保育園
吉田一、吉田二、吉田団地

第　 3　投票所
水巻町身体障害 吉田三、美吉野団地、鯉口団地

者福祉センター 鯉 口分譲団地

第　 4　投票所
水巻町中央公民館 頃末南区、頃末北区、机、高尾団地

大ホール 机社宅

第　 5　投票所
水巻町 古賀、新生街、梅 ノ木団地東区

第 3 保育園 梅 ノ木団地西区、古賀団地

第　 6　投票所 水巻町民体育館 高松団地、おかの台

第　 7　投票所
水巻町立

猪熊小学校講堂
樋口、猪熊、猪熊町住



子
供
の
誘
拐
に
こ
注
意

最
近
、
埼
玉
、
千
葉
を
は
じ
め
首
都

圏
各
地
で
幼
女
な
ど
を
対
象
に
、
凶
悪

残
忍
な
誘
拐
殺
人
、
通
り
魔
刺
傷
事
件

や
誘
拐
と
み
ら
れ
る
行
方
不
明
が
、
連

続
し
て
発
生
し
て
い
ま
す
。

・
も
ほ
ｌ
ノ

こ
の
よ
う
な
事
件
は
模
倣
性
が
強
く

多
発
が
心
配
さ
れ
ま
す
。
お
父
さ
ん
、

お
母
さ
ん
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

●
常
に
児
童
の
監
視
を
怠
ら
な
い
。

●
児
童
を
公
園
、
遊
園
地
な
ど
で
一
人

で
遊
ば
せ
な
い
。

●
児
童
だ
け
を
残
し
て
外
出
し
な
い
。

●
児
童
に
対
し
て
次
の
こ
と
を
注
意
す

る
。▽

知
ら
な
い
人
か
ら
物
を
も
ら
っ
た

り
買
っ
て
も
ら
っ
た
り
さ
せ
な
い
。

▽
知
ら
な
い
人
か
ら
「
草
に
乗
せ
て

あ
げ
る
」
　
「
欲
し
い
も
の
を
買
っ
て

あ
げ
る
」
な
ど
と
誘
わ
れ
て
も
つ
い

て
行
か
せ
な
い
。

▽
外
出
す
る
と
き
は
、
行
先
、
帰
宅

時
間
な
ど
を
告
げ
さ
せ
、
必
ず
守
ら

せ
る
。

ベ
て
の
窓
口
業
務
を
休
み
ま
す
。

な
お
、
郵
便
の
配
達
、
取
り
集
め
業

務
は
今
ま
で
ど
お
り
行
い
ま
す
。

学
資
に
困
っ
て
い
る
人
に

修
学
資
金
を
貸
し
ま
す

恥
増
刷
が
週
休
2
品

2
月
か
ら
銀
行
、
信
用
金
庫
、
郵
便

局
が
毎
週
土
曜
日
を
休
業
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

役
場
内
の
遠
賀
信
用
金
庫
窓
口
も
土

曜
日
が
休
業
と
な
り
ま
す
の
で
、
税
金

な
ど
の
納
付
や
支
払
金
の
受
け
取
り
な

ど
は
、
平
日
に
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

（
郵
便
局
の
窓
口
業
務
）

集
配
業
務
を
取
り
扱
う
折
尾
郵
便
局

は
、
郵
便
の
窓
口
業
務
の
み
を
取
り
扱

い
ま
す
が
、
町
内
の
各
郵
便
局
は
、
す

公売きれる電話加入

権は、税金の滞納者か

ら差し押えたもので、

公売代金は滞納税金に

充てられます。

なお、電話番号は変

更できます。

♭と　き　2月10日（金）午前10時から

♭ところ　役場1階102会議室

♭公売物件　電話加入権5～10台

♭公売方法　入札

♭公売代金の納付　公完当日、納付に限ります。

♭問い合わせ　役場税務課納税係201局4321番（内

線116）

※公売電話加入権の台数は増減することがありま

す。

水
巻
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
低

所
得
世
帯
（
生
活
保
護
世
帯
を
含
む
）

で
学
資
に
困
っ
て
い
る
人
に
修
学
資
金

の
貸
付
を
行
い
ま
す
。

▼
対
象
世
帯

①
生
活
保
護
受
給
世
帯

⑧
低
所
得
世
帯
（
所
得
が
生
活
保
護

基
準
の
1
・
7
5
倍
以
内
の
世
帯
）

▼
貸
付
対
象
者

①
新
年
度
に
高
等
学
校
、
高
等
専
門

学
校
、
短
期
大
学
、
大
学
に
進
学
を

予
定
さ
れ
て
い
る
人
及
び
現
在
、
在

学
中
の
人

⑨
技
能
修
得
費
の
貸
付
は
、
洋
裁
学

校
、
看
護
学
院
な
ど
で
す
。

▼
申
し
込
み
期
間
　
2
月
～
4
月
ま
で

▼
申
し
込
み
と
問
い
合
わ
せ
先
　
水
巻

町
社
会
福
祉
協
議
会
食
2
0
1
局

4

3

2

1

番

（

内

線

1

9

3

）

火災は、ほとんどが人災。「消したつもり」「消えたはず」が、大　　（、

火事につながります。そして、火事はどみごとに、すべてを灰にして

しまうものはありません。近所にも大迷惑。とくに台所を制すれば、

火災は半減。奥さまの責任は重大です。

火の用心7つのポイント

1、寝たばこや、たばこの投げ捨

てはしない。

2、子供には、マッチやライター

で遊ばせない。

3、風の強いときは、たき火をし

ない。

4、てんぶらを揚げるときは、そ

の場を離れない。

5、家の回りに燃えやすいものを

置かない。

6、ふろの空だきをしない。

7、ストーブには、燃えやすいも

のを近づけない。

2
月
の
心
配
「
」
と

戦
傷
病
者
の
乗
車
券

引
換
証
の
請
求
受
付

戦
傷
病
者
手
帳
を
持
っ
て
い
る
人
の

平
成
元
年
度
の
乗
車
券
引
換
証
交
付

の
、
請
求
受
付
を
行
い
ま
す
。

▼
受
付
期
間
　
1
月
2
5
日
～
2
月
1
0
日

▼
受
付
場
所
　
役
場
社
会
課
民
生
係

▼
持
っ
て
来
る
物
　
戦
傷
病
者
手
帳

即
か
ん

一
人
で
く
よ
く
よ
悩
ん
で
い
ま
せ
ん

か
？
相
談
は
無
料
、
秘
密
は
堅
く
守
り

ま
す
の
で
気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

▼

日

　

程

　

2

月

6

日

、

2

月

1

3

日

2

月

2

0

日

▼
時
　
間
　
午
後
ｌ
時
か
ら
4
時
ま
で

▼
場
　
所
　
中
央
公
民
館
大
和
室

い
ろ
い
ろ
な
問
題
で
困
っ
て
い
る
人

は
、
気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は

無
料
で
す
。

▼
日
　
時
　
2
月
1
3
日
（
月
）
午
前
1
0

時
～
午
後
3
時

▼
場
　
所
　
中
央
公
民
館
大
和
室

訂
正
と
お
わ
び

特
設
人
権
相
談
所
の
開
設

法
務
局
の
職
員
と
地
元
人
権
擁
護
委

員
に
よ
る
「
特
設
人
権
相
談
所
」
を
開

設
し
ま
す
。

一
月
十
日
号
に
掲
載
し
た
小
学
校
児

童
画
展
の
入
賞
者
の
名
前
に
一
部
間
違

い
が
あ
り
ま
し
た
。
猪
熊
小
四
年
「
吉

武
浩
幸
」
と
あ
る
の
は
、
「
吉
武
浩
平
」

さ
ん
の
誤
り
で
し
た
。
訂
正
し
、
深
く

お
わ
び
い
た
し
ま
す
。

3



身
体
障
害
者
を
対
象
と
す
る

福
岡
県
職
員
採
用
選
考
試
験

▼
採
用
職
種
と
採
用
予
定
数

一
般
事
務
　
1
0
人

▼
受
験
資
格
　
身
体
障
害
者
手
帳
の
交

付
を
受
け
、
そ
の
障
害
の
程
度
が

ｌ
級
か
ら
4
級
ま
で
の
人
で
、
次

の
す
べ
て
の
要
件
に
該
当
す
る
人

㊦
自
力
に
よ
り
通
勤
が
で
き
、
か

つ
、
介
護
人
な
し
に
職
務
の
遂
行

が
可
能
な
人

⑦
昭
和
洪
年
4
月
2
日
か
ら
昭
和

4
6
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

人⑳
福
岡
県
内
に
住
所
を
有
す
る
人

㊤
活
字
印
刷
文
に
よ
る
出
題
及
び

口
頭
に
よ
る
面
接
試
験
に
対
応
で

き
る
人

▼
試
験
日
　
2
月
1
2
日
（
日
）

▼
受
付
期
間
　
1
月
2
3
日
～
2
月
3
日

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

福
岡
県
人
事
委
員
会
事
務
局
任
用

課
（
〒
8
1
2
福
岡
市
博
多
区
東
公
園

7

－

7

）

晋

0

9

2

（

6

4

1

）

3

8

8

3

番

ご
み
収
集
乗
務
員
を
募
集

（
有
）
遠
賀
ダ
ス
ト
セ
ン
タ
ー

▼
人
　
員
　
若
干
名

▼
受
　
付
　
2
月
2
0
日
ま
で

▼
資
　
格
　
1
8
歳
か
ら
5
歳
ま
で
の
男

子
（
普
通
免
許
証
所
持
者
に
限
る
）

▼
給
　
与
　
会
社
規
定
に
よ
る
。

▼
そ
の
他
　
社
保
、
定
期
昇
給
、
賞
与

2
回
、
退
職
金
、
日
曜
・
第
2

土
曜
休
日
、
年
次
休
暇
有

▼
問
い
合
わ
せ
　
岡
垣
町
大
字
野
間
4

6
6
－
2
（
有
）
遠
賀
ダ
ス
ト
セ

ン

タ

ー

宙

2

8

2

局

0

1

1

8

番

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
確
定
申
告

期
限
を
す
ぎ
る
と

加
算
税
や
延
滞
税
を
納
め
る
こ
と
に
も

今
年
も
、
二
月
十
六
日
か
ら
、
所
得

税
の
確
定
申
告
が
始
ま
り
ま
す
。
申
告

期
限
は
三
月
十
五
日
で
す
が
、
期
限
間

近
に
な
る
と
税
務
署
は
た
い
へ
ん
混
雑

し
ま
す
の
で
、
で
き
る
だ
け
早
く
申
告

を
す
ま
せ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
に
、
期
限
ま
で
に
申
告
し
な
か
っ
た

り
、
誤
っ
た
申
告
を
し
た
り
し
ま
す
と
、

後
で
不
足
の
税
金
を
納
め
る
だ
け
で
な

く
、
不
足
額
の
一
定
割
合
の
加
算
税
の

ほ
か
延
滞
税
も
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
に
な
り
ま
す
。
気
を
付
け
ま
し

ょ
う
。

確
定
申
出

な
け
れ
ば

な
ら
な
い
人

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
所
得
税
は
、
普
通
、

給
料
や
ボ
ー
ナ
ス
を
も
ら
っ
た
時
に
源

泉
徴
収
で
天
引
き
さ
れ
、
さ
ら
に
十
二

月
の
年
末
調
整
で
精
算
さ
れ
ま
す
の
で

確
定
申
告
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
次
の
よ
う
な
場
合
な
ど
は
、
確

定
申
告
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

①
給
与
の
年
収
が
千
五
百
万
円
を
超

え
る
人
。

⑧
給
与
所
得
や
退
職
所
得
以
外
の
所

得
金
額
の
合
計
額
が
二
十
万
円
を
超
え

る
人
。
例
え
ば
株
式
配
当
金
、
地
代
や

家
賃
収
入
、
原
稿
料
な
ど
の
所
得
で
す
。

⑧
給
与
の
支
払
い
を
二
か
所
以
上
か

ら
受
け
て
い
る
人
。

税
金
が
戻
っ
て
く
る
人

確
定
申
告
を
す
る
必
要
の
な
い
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
で
も
、
次
の
よ
う
な
場
合
な

ど
は
、
確
定
申
告
を
す
れ
ば
源
泉
徴
収

さ
れ
た
所
得
税
が
戻
っ
て
き
ま
す
。

①
地
震
、
火
災
、
風
水
害
な
ど
の
災

害
や
盗
難
、
横
領
な
ど
で
住
宅
や
家
財

に
損
害
を
受
け
た
り
、
や
む
を
え
な
い

支
出
を
し
た
場
合
。
次
の
い
ず
れ
か
多

い
ほ
う
の
金
額
が
、
雑
損
控
除
と
し
て

所
得
金
額
か
ら
控
除
さ
れ
ま
す
（
雑
損

控
除
）
。

Ａ
　
紘
叫
癒
－
瑚
論
紗
粛
白
一
〇
ま

ロ
　
釦
鵬
粛
㊦
小
雨
詳
珊
畠
赫
細
江

㊦
帥
粛
－
明
朝
コ

⑧
病
気
や
け
が
な
ど
で
多
額
の
医
療

費
を
支
払
っ
た
場
合
、
次
の
算
式
に
よ

っ
て
計
算
し
た
金
額
が
所
得
金
額
か
ら

控
除
さ
れ
ま
す
（
医
療
費
控
除
）
。

Ａ
　
坤
話
ｒ
汁
同
線
旛
＝
盈
玉
で
甘
口

糾
夢
心
汁
固
執
檜
㊦
紺
粛
－
親

藩
紗
醇
化
ｄ
鳶
バ
ト
鵬
き
彿
帥

粛

口
一
〇
割
コ
粕
汁
再
舟
㊦
棉
甘
㊦
潔

都
紗
惑
由
品
ふ
ｇ
Ｐ
：
化
膿
か
料

や
録
〇
両
小
㊦
紗
薗

固
執
禅
搭
弄
粛
＝
（
Ａ
）
－
（
ロ
〕

最
高
二
百
万
円
ま
で
で
す
。

た
だ
し
、
美
容
整
形
や
健
康
診
断
の

費
用
、
健
康
増
進
の
た
め
の
ビ
タ
ミ
ン

剤
な
ど
の
購
入
費
用
は
、
医
療
費
に
含

ま
れ
ま
せ
ん
。

⑧
本
人
が
住
む
た
め
の
住
宅
を
、
住

宅
ロ
ー
ン
な
ど
を
利
用
し
て
新
築
し
た

り
購
入
し
て
入
居
し
た
場
合
や
家
屋
の

増
改
築
な
ど
を
し
て
、
嘱
和
六
十
三
年

中
に
住
ん
だ
場
合
は
、
入
居
し
た
年
か

ら
五
年
間
に
わ
た
り
各
年
分
の
所
得
税

か
ら
一
定
の
額
が
控
除
さ
れ
ま
す
（
住

宅
取
得
等
特
別
控
除
）
。

④
一
定
の
要
件
に
あ
て
は
ま
る
⑦
通

勤
費
、
㊥
転
任
に
伴
う
引
越
費
用
、
㊦

研
修
費
、
㊤
資
格
取
得
費
、
⑳
単
身
赴

任
者
の
帰
宅
旅
費
の
合
計
額
（
特
定
支

出
の
額
）
が
給
与
所
得
控
除
額
を
超
え

る
場
合
、
確
定
申
告
を
す
る
と
、
そ
の

超
え
る
額
が
給
与
所
得
控
除
後
の
給
与

等
の
金
額
か
ら
控
除
さ
れ
ま
す
（
特
定

支
出
控
除
）
。＊

　
　
　
　
＊

詳
し
い
こ
と
を
お
知
り
に
な
り
た
い

方
は
、
お
気
軽
に
若
松
税
務
署
に
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。



合
い
を
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
参
加
く
だ

さ
い
。

●
と
　
き
　
2
月
2
2
日
（
水
〕
年
前
1
0

時
か
ら

●
と
こ
ろ
　
中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル

歯
科
医
師
に
よ
る
歯
の
診
察

※
小
児
科
医
師
の
診
察
が
あ
り
ま
す
。

一．ヽ

乳
が
ん
、
子
宮
が
ん
は
、
早
期
発
見

の
し
や
す
い
が
ん
で
す
。
一
年
に
一
回

は
、
定
期
的
に
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

●
日
　
程

▼
2
月
5
日
（
日
）
頃
末
公
民
館

午
前
9
時
～
1
0
時
ま
で
受
付

定
　
員
　
　
乳
が
ん
　
5
0
人

子
宮
が
ん
　
7
0
人

▼
2
月
1
5
日
（
水
）
中
央
公
民
館

午
後
1
時
～
1
時
3
0
分
ま
で
受
付

定
　
員
　
　
乳
が
　
ん
　
1
2
0
人

子
宮
が
ん
　
1
5
0
人

●
料
　
金
　
各
5
0
0
円
　
同
時
に
受
診
で

き
ま
す
。

●
申
し
込
み
　
役
場
健
康
対
策
係
へ

●
日
程
と
場
所

2
月
3
日
（
金
）
役
場
健
康
相
談
室

2
月
8
日
（
水
）
え
ぶ
り
山
荘

●
時
間
　
い
ず
れ
も
午
前
1
0
時
～
1
1
時

●
内
容
　
検
尿
、
血
圧
測
定
、
個
人
相

談
、
希
望
者
に
は
塩
分
テ
ス
ト
を

行
い
ま
す
の
で
、
朝
作
っ
た
み
そ

汁
を
少
々
持
っ
て
来
て
く
だ
さ
い

●
と
　
き
　
2
月
1
3
日
（
月
）
午
後
1

時
か
ら
1
時
3
0
分
ま
で
受
付

●
と
こ
ろ
　
中
央
公
民
館
大
会
議
室

●
対
象
児
　
七
か
月
児
か
ら
八
か
月
児

●
内
　
容
　
身
体
計
測
、
運
動
発
達
の

観
察
、
そ
の
他
個
人
相
談

●
持
参
す
る
も
の
　
母
子
手
帳
と
バ
ス

タ
オ
ル
、
本
人
の
気
に
い
っ
た
オ

モ
チ
ャ

●
と
　
き
　
2
月
1
4
日
（
火
）
午
前
9

時
3
0
分
か
ら
1
0
時
ま
で
受
付

●
と
こ
ろ
　
中
央
公
民
館
大
会
議
室

●
対
象
児
　
6
3
年
9
月
1
1
日
か
ら
6
3
年

1
0
月
1
4
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
乳
児

●
内
　
容
　
身
体
計
測
、
発
育
状
況
の

観
察
、
そ
の
他
個
人
相
談

●
持
参
す
る
も
の
　
母
子
手
帳
と
バ
ス

タ
オ
ル
、
本
人
の
気
に
い
っ
た
オ

モ
チ
ャ
、
案
内
の
ハ
ガ
キ

いたずＳ

ネズミを遇治しよう！
殺そ剤を無料でさしあげます。（2／1－2／28）

ネズミは年間を通じて生息し、3月から5月と、9月から12月

に繁殖し行動が活発になります。

このため「ネズミ退治」は、2月と8月が適当な時期とされ、

今年も2月1日から2月28日まで『県下一斉ネズミ防除運動』が

実施されます。

町ではこの期間、殺そ剤を無料で配布いたします。必要な人

は、役場環境衛生係までおいでください。あなたの家でも、ネズ

ミ退治を行いましょう。

一
歳
六
か
月
児
健
康
詰
査

2
月
2
2
日
（
水
）
午
後
1

1
月
2
2
日
に
中
央
公
民
館
で
実
施
し

た
成
人
病
検
診
の
結
果
を
自
分
の
も
の

に
す
る
た
め
、
遠
賀
病
院
の
矢
野
院
長

が
、
デ
ー
タ
の
意
味
な
ど
の
説
明
を
し

ま
す
。
そ
の
あ
と
各
グ
ル
ー
プ
で
話
し

時
3
0
分
か
ら
2
時
ま
で
受
付

●
と
こ
ろ
　
中
央
公
民
館
大
会
議
室

●
対
象
児
一
歳
六
か
月
児
か
ら

一
歳
八
か
月
児
ま
で

●
内
　
容
　
身
体
計
測
、
個
人
相
談
、

●
日
程
と
場
所

▼
2
月
6
日
（
月
）
役
場
健
康
相
談
室

▼
2
月
知
日
（
月
）
役
場
健
康
相
談
室

い
ず
れ
も
午
後
1
時
か
ら
母
子

手
帳
交
付
、
午
後
2
時
か
ら
母
親

学
級
を
行
い
ま
す
。

▼
2
月
㌘
日
（
月
）
中
央
公
民
館
調

理
実
習
室
で
、
午
後
1
時
3
0
分
か

ら
3
時
3
0
分
ま
で
。
こ
の
日
は
母

親
学
級
だ
け
で
す
。
い
っ
し
ょ
に

お
む
つ
を
縫
っ
た
り
妊
婦
体
操
を

し
ま
し
ょ
う
。

●
対
　
象
　
妊
婦

●
内
　
容
　
母
子
保
健
制
度
の
説
明
、

母
子
手
帳
の
使
い
方
、
検
診
結
果

の
説
明
、
個
人
相
談
を
受
け
ま
す
。

●
注
意
事
項
　
①
印
鑑
を
持
参
く
だ
さ

い
。
⑧
で
き
る
だ
け
本
人
が
お
い

で
く
だ
さ
い
。

●
と
　
き
　
2
月
3
日
（
金
）
、
2
月

1
7
日
（
金
）
午
後
1
時
～
5
時

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
保
健
所

※
予
約
制
で
す
。
申
し
込
み
は
役
場
健

康
対
策
係
で
受
け
付
け
ま
す
。

こ
と
ば
の
遅
れ
や
身
体
発
達
の
遅
れ

て
い
る
人
に
対
し
、
北
九
州
総
合
療
育

セ
ン
タ
ー
か
ら
専
門
の
訓
練
士
を
招
き

言
語
訓
練
、
機
能
訓
練
を
行
い
ま
す
。

毎
月
一
回
、
い
っ
し
ょ
に
町
内
を
歩

い
て
み
ま
せ
ん
か
？
今
回
は
、
こ
れ
か

ら
の
歩
こ
う
会
に
つ
い
て
、
い
ろ
い
ろ

と
話
し
合
う
予
定
で
す
。

最
初
に
少
し
体
を
動
か
し
ま
す
の
で

動
き
や
す
い
服
装
で
お
い
で
く
だ
さ
い

●
と
　
き
　
2
月
6
日
（
月
）

午
前
9
時
3
0
分
集
合

●
と
こ
ろ
　
役
場
玄
関
ホ
ー
ル

†＼、
1



■ｌ■事ｌ 畿町役場 昏2 6 謙、ｉ警妻．；率

刊 討－　 ● 1 ●
照
が

あ 孝莞 ′′萎 、襲 ：露 ′願

日 曜 行　　 事　　 名 ｌ時　 隋
場　　　 所 問い合わせ 日 曜 し　 尿　 収　 集　 地　 区

2　本 さわやか婦人生活講座 14：00一一16：00 中 央 公 民 館 中央公民館

1 ㈱
立屋敷　 噴末 （1 ・2 ・3 ・4 ・7 ・10区）

猪熊6 区

2　㈲
吉田ニ6 区　 吉田三5 区　 頃禾 （7 ・8 ・

3　金

〃

4　土

5　日

健　　 康　　 柏 ．藻 10こ00・－11：00 健 康 相 談 室 健康対策係
16 ・22 ・23区）　 猪熊2区

3　軸
吉田三 （2 ・5 区）　 頃禾 （唐熊県住）

療　 育　 訓　 練 13：00～17ニ00

10：00～16：00

9 ；00～王0：00

9 ：00～

遠 賀．保 健 所 健康対療係
猪熊10区

4　田
吉田ニ（1 ・2 区・御輪地）吉田三（1 ・2

日　 赤　 の　 献　 血

乳がん・子宮がん検診

アピロス水巻店

頃 末 公 民 館

社会福祉協

健康対策係

・3 ・5 ・6区）壊末 （22 ・別区・唐熊県
住）猪熊（2 ・4 ・5 区）月 2 回まわり（環整）

6　織
苫田ニ （御輪地）　 吉田三 （6 ・8 ・11区・
緑風園・車返し）猪熊 （2 ・3 ・10区）
月2 回まわり（大洋社）

〃

6　月

ク

〃

〃

8　水

た　こ　あ　げ　大　 会 遠賀川河川敷 中央公民館
7　㈹

下ニ （7 ・8 区）　 林住宅　 吉田三 （緑風

園）　 填禾 （5 ・15 ・17 ・25区）　 新生街

こコニコベースで
歩こう会 9 ：30一一 役 場 玄 関 前 健康対策係

慈　㈱
吉田三 （垣添町住）　 頃末 （9 ・10 ・12 ・

15 ・18 ・19 ・加 ・21区・松栄荘団地）

母 子 手　帳　 交　付 13：00一一14：00

14：00～15：00

13：00′－16：00

健 康 相 談 室 健康対策係

9　㈱

立屋敷　 伊左座　 下二　 吉田－ （川端通り）
嗜末 （6 ・18 ・21区・松栄荘団地・みずま

母　 親　 学　　 級 健 康 相 談 室 健康対策係
き苑）　 美吉野団地

用 拗

ニ （1 ・3 ・5 ・6 区）下二6 区　 吉田－

心　配　 ご　と　相　談 中 央 公 民 館 社会福祉協
（4～ 8区・片山）吉田二 （13～16区・滑石・
宮尾・本村）　 美吉野団地　 噴禾 （11・13

・14区）
健　　 康　 相　 談 10：00～11：00 、－．ジ＿、ｅ

藍′義、くり 山荘 鍵康対策係

13 ㈲

立屋敷3 区　 ニ （1 ・6区）　 下二 （1 ・

3 ・4 区）吉田－ （3 区・月夜待）吉田二
（3 ・5 ・11 ・12 ・15区・大橋県道筋・本12 日 参議院議員補欠選挙 7 ：00～18：00 各　 投　 票　 所 選挙管理委

投　 票 員会 村）美吉野団地　 机社宅　 古賀　 猪熊

13 月

〃

14 火

7 か月児健 康相談

心　配　 ご　と　相信談

13：00～13：30

王0：00～15：

9 ：30へ′10：00

＼ 橙康対策孫

社会福祉協

健康対策係

14 的
二　 二町住　 吉田－1区　 吉田二 （6 ・7

・8区・宮尾・御輪地・大橋県道筋・イワ
ゼ町住）古賀　 新生街

軒 針 叙最

軒賓客 嶺

中 央 公 民

学

館

館

15 鯛
下二町住　 二町住　 吉田－ （3区・商店街）

特 設 人　 権　相　 識

4 か月児健 康相談

吉田三 （車返し〕

16 ㈱
吉田団地 （19～22 ・27～36 ・37～43 ・46～

56棟）机

17 也
ニ （野間町住）吉田団地 （1～6 ・8～10

・16～18 ・23～26 ・44 ・45 ・57 ・83～86 ・
94～101・109～113棟）樋口 （卯月 ・中井樋口）

相 承 乳がん・子宮がん検診 13：00～13：討 中 央 公 民 館 楯 対策係

16 本 さわやか婦人生活講座 14：00～16：00 中 央 公 民 館 中央公民館
18 仕）

ニ 1区　 吉田団地 （7 ・11～15 ・60～71 ・

72 ・73 ・76～82 ・87～93 ・102～105・108棟）

叩 金 療　 育　 訓　 練 13：舶～17：舶 挙 党 培＿賎腰 隆凍対策係
樋口　 猪熊　 月2 回まわり（環整）

20 聞
立屋敷3 区　 下ニ （1 ・2 ・3 区）

19 日 第 9回
水巻町卓球選手権大会 9 ：㈱～15：00 町 民 体 育 館 教育委員会

吉田団地分譲　 猪熊町住

21 的

22 輌

23 ㈱

ニ （1 ・2区） 下ニ2 区　 吉田二 （9～

20 月

〃

〃

22 水

〃

27 月

母 子 手　帳　交　付 13：仙～14：00 健 康 相 談 室 健康対策係
12区・本村）　 古賀県住
月2 回まわり（大洋社）

伊左座2 区　 二 （1 ・3 ・4 ・6 区）

樋口　 猪熊母　 親　 学　 級 14：鵬～15： 鍵 康 相 談 室 健康対策係

伊左座 （2 ・3 区）　 ニ （1 ・4 ・5区）
下ニ （4 ・7 ・8 ・10区・双葉荘 ・幼稚園
通り）　 樋口 （赤水・川端通り）

心 配　 ご　と　相　談 13：00～16：㈱

1歳 6か月児健康診査 13：卸～14：㈱

中 央 公 民 館

中 央 公 民 館

社会福祉協

健康対策係 2ヰ劫
伊左座 （3 ・5区）　 二2区　 下二 （5 ・

6 ・7 区・幼稚園通り）　 猪熊

検 診 結 果 説 明 会 10：00～

母　 親　 学　 級 13：卸～15：測

中 央 公 民 館

．軒 脊 替 禽儀

健康対策係

′健康対策係

25 出 立屋敷 3区　 みずほ団地 （1～4 区）

27 滑） 伊左座2 区　 みずほ団地 （1～5 区）


